
 

 

 

【吹奏楽部 東日本大会（全国大会）出場決定】  

【埼玉県吹奏楽コンクール西関東大会】金賞(於：所沢市) 

地区大会、県大会を勝ち抜き９月１１日(土)に開催され

た上記大会でも見事金賞を受賞。東日本大会（全国大会）

への出場を決めました。全国大会出場は、南中にとって快

挙です。吹奏楽部の皆さん、大変おめでとうございます！ 

全国大会でも聴く人をうならせる演奏をお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【英語弁論大会】 

 ９月３日（金）吉川 

市中央公民館で開催さ 

れました。本校からは、 

＊＊＊＊＊さん(3年)、 

＊＊＊＊さん(3年)、 

＊＊＊＊＊さん(2年) 

が出場し、＊＊＊＊＊さんが見事6位入賞を果たしました。 

【姉妹都市レイクオスウィーゴ市との交流事業】 

姉妹都市のアメリカオレ 

ゴン州レイクオスウィーゴ 

市と吉川市をオンラインで 

結び、文化交流を行いまし 

た。現地からは高校の先生、 

吉川市からは市長、教育長、 

生徒代表として＊＊＊＊さん/＊＊＊＊さん(共に南中3年)が参

加しました。英語を使い、互いに異文化への理解を深めました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜 １０月の主な行事予定 

１ 金 学校管理訪問   第3回選挙管理委員会 

２ 土  

３ 日  

４ 月 教育実習（後期）開始 ※3週間 

５ 火 全校朝会(放送)  第4回選挙管理委員会 

６ 水 専門委員会    Jアラート訓練11:00 

７ 木  

８ 金  

９ 土 東日本大会（吹奏楽部 於：札幌） ※諸活動停止 

10 日  

11 月  

12 火 中間テスト1日目  PTA声掛け運動 

13 水 中間テスト2日目  PTA声掛け運動 

14 木  

15 金  

16 土  

17 日  

18 月  

19 火 市内駅伝大会 

20 水  

21 木 生徒会本部役員選挙（6校時） 

22 金 減災教育(2年) ふれあいデー 心と体の安全点検 

23 土  

24 日  

25 月  

26 火  

27 水  

28 木  

29 金 文化祭（⑤⑥） 

30 土  

31 日  

  １１月の主な行事予定 

１ 月 通常日課  後期時間割開始  ※開校記念日 

２ 火 専門委員会 

３ 水 文化の日 

４ 木  

５ 金 三者面談期間開始（3年）  Jアラート訓練10:00 

６ 土 市民文化祭 

７ 日  

 
吉川市教育大綱 

家族を 郷土を 愛し  

志を立て 凛として生きてゆく 

文化祭の内容変更について 
今年度は合唱コンクールは行わず、文化部等の発表

を中心とした内容に変更します。 
10 月 30 日(土) → 10 月 29 日(金)5・6 校時 
変更に伴って、学校公開も中止とさせていただきま

す。なお、文化祭については、後日 YouTube 配信を
する予定です。 
 30 日(土)はお休み、11 月 1 日(月)は通常日課です。 

新型コロナウイルス感染症対策について 
学校では感染防止の徹底に取り組んでいきます。な

お、発熱等の風邪症状がある場合は、必ず登校を見合
わせてください。ご理解とご協力をお願いします。 
『Home＆School』アプリの登録を必ずお願いします。 
 

東日本学校 

吹奏楽大会 
10 月 9 日(土) 
北海道札幌市
※演奏の様子
は、有料ライブ
配信で視聴可
能です。 

 R３.９.２７現在      学級数 生徒数 

１ 学 年 ５ １６２ 

２ 学 年 ４ １５８ 

３ 学 年 ５ １６５ 

特別支援 ５ ２４ 

合  計 １９ ５０９ 

 令和３年９月２７日（月） 吉川市立南中学校だより「南風」 第６号                  

 学校教育目標 よりよく生きる                 

 南中学校    ☎：982-1066  

さわやか相談室 ☎：981-8749 

 ホームページ：http://02.yoshikawa-ed.net/minami/ 

 

校長 福嶋 正悟 

私は、方向音痴（おんち）です。そして、高所恐怖症です。地図を読むのは苦手だし、いつも目

的地の反対方向に歩き出してしまいます。高いところに登れば、足ががくがくと震え、ジェットコ

ースターなんてもってのほかです。 

「そうか。自分は空間認知が弱いんだ。」そう気が付いたのは、40 歳を過ぎた頃でした。そのこ

とに気づくと、これまでの自分の人生で合点がいくことがいっぱいありました。小学校の頃から字

を書くことが苦手だった。字は、四角い空間にいかに線を配置して文字を表すかで美しさが決まる。

人生で字を誉められた経験などなかったな。鉄棒が苦手だったのも、そういうことだったのか。そ

して、40 歳を過ぎたときに「空間認知だったか～！」と気づいたわけです。 

その反対に数値には強い。昔から計算は得意だった。それと、文章を書くのは好きだった。計算

が得意なのは、理科の教員になるきっかけともなり、文章を書く力は、こうして学校だよりを書く

のに生かされている。人には必ず得手不得手があるのです。それが当たり前なのです。 

話は変わりますが、私は「障害」という言葉があまり好きではありません。「害」という漢字に

は良いイメージがないからです。人はそれぞれ得手不得手があるのだから、「障害」ではなく「特

性」と捉えたいと思っているのです。私の特性は、「空間認知が弱く、数値には強い。」というもの

でした。しかし、もし自分の特性、不得手な部分にもっと早く気がついていたらとも思います。視

力が弱い人が眼鏡をかけるように、空間認知を改善する練習をしていたら、その結果はずいぶん変

わったのではないかとも思うのです。 

今年度、本校に新設された「通級指導教室ひまわり」は、まさに、そのためにある教室です。人

それぞれの生徒が苦手なことを克服するための教室です。そんな「通級指導教室ひまわり」が 1 学

期の準備期間を経て、9 月 6 日から本格的に授業を開始しました。吉川市の中学校初となる通級指

導教室です。初めてのことばかりで手探り状態ですが、吉川市の中学生にとって、実り豊かな教室

になってほしいと願っています。 

さて、東京パラリンピックでは、「＃ＷｅＴｈｅ１５（ハッシュタグ・ウィー・ザ・フィフティ

ーン）」という言葉が示されました。これは、世界の人口の 15％、約 12 億人もの人に障害がある、

または障害がある可能性があることを可視化することを目的に創られた言葉です。15％、12 億人

と聞いた瞬間、私が思っていた以上に大きな数値であることに驚きました。パラリンピックの開閉

会式のテーマのひとつは、「多様性」でした。「多様性を認め、創意工夫をすれば、誰もが同じスタ

ートラインに立てることを気づかせる力」、日本パラリンピック委員会が目指した力のひとつです。

障がい者、ＬＧＢＴ、民族、国家、宗教等の様々な違い、多様性を認め合える共生社会を実現する

ための取り組みです。 

吉川市では、令和 3 年 4 月に「性的少数者（ＬＧＢＴ等）に配慮した対応ガイドライン」を策定

しました。本校でも、次年度に向けて、女子の制服にスラックスを選択できるよう検討を進めてい

ます。通級指導教室も「＃ＷｅＴｈｅ１５」も、目指すところは同じだと考えています。 


